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沖縄に生まれた武術「手（ティー）」は、冨名腰義珍氏によって「空

手」の名称に改名され、昭和時代の始め頃から東京の大学を中心に

普及した。そして現在、競技を中心とするスポーツ空手／格闘空手

として発展、国内外の多くの人達に愛好されている。だが、試合競

技性を主とした追求あるいは見た目の派手さを強調する格闘競技

（興行空手を含む）を優先するあまり、格好は似ているが「手」本

来の姿とは異なるカタチに変質してきている。 

この見方を持つようになった理由の一つが、古伝の手（以下古伝

手という）の身体操作法を学べば学ほど、競技を中心とし体育スポ

ーツ偏重（主義）に陥ってしまった現代の空手の、特に武道として

の基本技の原理及び理論構成の貧弱さに気付かされたからだ。 

真実の空手の探求を生涯の課題としている私にとって、土台となり礎（いしずえ）となる基本技及び

基本理念は根っ子となる大事な部分であり、決して曖昧な基本理論で片付けられない領域なのである。

私はそのためこの数年間、気が付いた基本理論を技術レポートとして作成してきた。そして、古伝（古

流）の研究ステージに入る目標を掲げた新年の朝、私は明確な基本論をまとめることが大事であり次

の段階へ進むための必須事項と考えた次第である。 
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